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夫
の
態
度
に
キ
レ
る
妻
、
妻
の
言
葉

に
お
び
え
る
夫
ー
ー
。
今
、
日
本
の
夫

婦
に
異
変
が
起
き
て
い
ま
す
〈
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
・
６
月
７
日
放

送
よ
り
〉。

先
月
発
表
さ
れ
た
国
の
調
査
で
、
離

婚
件
数
が
５
年
ぶ
り
に
増
加
。
中
で
も

急
増
し
て
い
る
の
が
、
妻
か
ら
精
神
的

な
虐
待
を
受
け
た
と
夫
が
離
婚
を
申
し

立
て
る
ケ
ー
ス
で
す
。

夫の離婚動機〈司法統計より〉
1985年 2014年

1 性格が合わない 性格が合わない
2 異性関係 精神的虐待
3 同居に応じない 異性関係
4 親族と折り合いが悪い 親族と折り合いが悪い
5 家族を省みない 性的不満
6 異常性格 浪費
7 浪費 同居に応じない
8 精神的虐待 暴力をふるう

表
は
夫
の
離
婚
動
機
の
変
化
で
す
。

注
目
さ
れ
る
の
は
、

年
前
に
第
８
位

30

だ
っ
た
「
妻
か
ら
の
精
神
的
虐
待
」
が

昨
年
は
第
２
位
に
急
浮
上
し
た
こ
と
。

番
組
が
全
国
の
既
婚
男
女
に
行
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
妻
を
「
怖
い
」
と
感

じ
て
い
る
夫
が
多
く
存
在
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

怖
い
理
由
と
し
て
、「
妻
が
家
庭
の

実
権
を
握
っ
て
い
て
逆
ら
え
な
い
」、

「
い
つ
も
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
て
怒
ら
れ

る
」
こ
と
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ

が
一
方
で
「
な
ぜ
妻
が
怒
っ
て
い
る
の

か
理
由
が
分
か
ら
な
い
」
と
も
答
え
て

い
る
の
で
す
。

全
国
の
専
業
主
婦
世
帯
が
６
８
７
万

世
帯
に
対
し
て
、
共
稼
ぎ
世
帯
は
約
1.5

倍
の
１
１
１
４
万
世
帯
。
今
や
働
く
女

性
の
方
が
多
数
派
な
の
で
す
。
夫
は
収

入
が
目
減
り
し
て
い
る
中
で
長
時
間
労

働
は
相
変
わ
ら
ず
。
妻
は
仕
事
に
加
え

て
家
事
や
育
児
も
こ
な
さ
ね
ば
な
ら

ず
、「
強
烈
な
不
公
平
感
」
が
夫
へ
の

恨
み
の
よ
う
な
感
情
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
い
う
の
で
す
。

「
家
庭
の
こ
と
を
全
部
担
っ
て
い
る
割

に
は
評
価
さ
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
妻

の
思
い
が
夫
と
共
有
さ
れ
て
、
自
己
効

力
感
〔
＝
自
分
が
世
の
中
に
こ
れ
だ
け

役
に
立
っ
て
い
る
と
か
、
誰
か
に
こ
れ

だ
け
影
響
力
を
及

ぼ
し
て
い
る
と
い

う
感
覚
〕
に
満
た

さ
れ
る
こ
と
が
一

つ
の
解
決
法
に
な

る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

番
組
を
見
て
い

て
、
昨
今
の
謝
罪

会
見
に
つ
い
て
考

え
ま
す
。
政
治
・
事
件
・
不
倫
な
ど
多

く
の
謝
罪
が
連
日
報
道
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
は
「
世
間
を
お
騒
が
せ
し

ま
し
て
︙
」
と
い
う
、
誰
に
対
し
て
何

を
謝
っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
言
葉

が
多
用
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、

何
の
利
害
も
な
い
大
多
数
の
人
々
が
一

斉
に
声
を
上
げ
て
攻
撃
し
た
り
、
ネ
ッ

ト
社
会
で
炎
上
し
た
り
し
ま
す
。
当
事

者
は
謝
罪
の
後
、「
世
間
」
か
ら
身
を

隠
す
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
ま
さ
に

「
一
発
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
社
会
」
の
様
相

で
す
。
謝
罪
と
は
、
一
発
退
場
を
イ
エ

ロ
ー
カ
ー
ド
に
留
め
る
た
め
に
す
る
も

の
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

気
に
な
る
の
は
、
攻
撃
す
る
人
々
に

「
自
分
も
謝
罪
す
る
立
場
に
な
る
か
も

知
れ
な
い
」
と
い
う
想
像
力
が
欠
け
て

い
る
こ
と
。
自
分
だ
っ
て
ミ
ス
も
す
る

し
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
加
害
者
に
な
っ

て
し
ま
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
こ

と
は
考
え
な
い
で
、
頭
を
下
げ
て
い
る

人
を
無
条
件
に
排
除
し
よ
う
と
す
る
風

潮
に
危
う
さ
を
感
じ
ま
す
。

自
分
を
抜
き
に
し
て
他
を
批
評
す
る

「
非
難
」
と
、
そ
こ
に
痛
み
を
持
っ
て

語
る
「
批
判
」
は
別
も
の
だ
と
教
わ
り

ま
し
た
。
決
定
的
な
違
い
は
「
決
し
て

人
ご
と
で
は
な
い
」
と
い
う
想
像
力
の

有
無
。「
自
分
も
ど
こ
か
似
た
と
こ
ろ

が
あ
る
」
と
い
う
痛
み
が
、
人
を
切
り

裂
く
言
葉
を
呑
み
込
ま
せ
ま
す
。
仏
法

を
聞
く
こ
と
は
、
こ
の
想
像
力
を
磨
く

こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

先
の
番
組
の
本
質
は
、
妻
の
不
満
に

思
い
を
馳
せ
た
り
、
な
じ
ら
れ
た
夫
の

胸
中
を
察
す
る
と
い
っ
た
想
像
力
の
欠

如
に
あ
り
ま
す
。
悩
み
苦
し
み
補
い
合

っ
て
こ
そ
得
ら
れ
る
、
夫
婦
二
人
の
深

い
人
生
が
あ
る
と
い
う
想
像
力
が
、
問

題
を
超
え
る
鍵
だ
と
思
う
の
で
す
。
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役
目
を
全
う
し
た
墓
石
等

の
石
塔
磨
き
と
追
弔
会

つ
い
ち
よ
う
え

京都･ご本山報恩講での 11月18日
お華束(けそく)は一宮市と稲沢市内の
門徒で作る「中島郡会」が納めてい
ます。信行寺さんを見学してきました。

午後から近江八幡を散策
↓「あさが来た」ロケ地

༭
آ
࣒

同
朋
婦
人
会
は
第

代
27

会
長
〈
左
〉
か
ら

代
へ

28

↑子ども報恩講 ↓御伝鈔拝読

4日間のご法話は
八神正信師〈3日〉
本多雅人師〈4日〉
藤原千佳子師・都築直市師〈5日〉
渡邉尚子師〈6日〉の熱弁でした

昨
年

月
か
ら

11

今
年
６
月
ま
で

ވ
൳
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↓
除
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3月19･20日
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ঊ̓̾͘͜ـ Ȇͤ౪४ͤ4月19日

6月2日歴代婦人会追弔会と酒井義一師のご法話
子ども食堂などの実践をしているが故の
説得力あるお言葉に
元気がもらえました

ご法話は八神正信師〈19日〉と
久々ご来寺の渡辺愛子師〈20日〉

３
月

日
23

༹͈დٛ
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■
第

代
同
朋
婦
人
会
■

28

会計 会計 会長 副会長 会計 会計
杉浦和美 沓名令子 沓名政子 早川君子 早川利江 杉浦洋子

会計 会計 副会長 会長
沓名鶴子 三浦香代子 早川喜代子 沓名憲子

会計 会長 副会長 会計
神本京子 奈倉房子 石川みつ代 神谷久美子

副会長 会長
沓名立子 杉浦陽子

代表 代表
鳥居宏美 岩瀬かおり

廿日会＝正信偈を学ぶ会
毎月19:30 荒山淳師

正信会 毎月13:30
ご講師は月ごとに変わります

お灸を楽しむ会
毎月13:30 19:30

根育ての会
毎月10:00
住職

沓
名
千
枝
子

沓
名
美
代
子

神
谷
ま
ち
子

神
谷
咲
枝

沓
名
久
枝

沓
名
比
登
美

早
川
真
知
子

髙
野
あ
き
え

三
浦
美
奈
子

杉
本
あ
き
え

山
口
順
子

石
川
道
江

■
み
ど
り
の
会
■

■
根
育
て
の
会
■

■
廿
日
会
■

■
正
信
会
■

※任期は、平成28年1月1日～平成
29年12月31日までです
※氏名の敬称は省略しています
※恵信尼会･お灸の会･仏華の会の
役員さんは継続就任頂いており
ますので省略しました

写経の会 法話テープ聴きながら
毎月10:00 13:30 19:30

自然食料理教室 事前申込制
毎月9:30 岡戸裕子師
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平成27年度本龍寺「一般会計」収支決算報告 〈 平成27年4月1日～平成28年3月31日 〉

【 収入の部 】
項 目 金 額〔円〕 備 考

繰 越 金 2,021,730 前年度より

奉 讃 志 1,682,050 一戸2,500円〔原則〕×702戸、以前の「初穂志・報恩講志」
秋季彼岸会 496,916 平成27年9月22･23日、当日受付214件＋賽銭

報 恩 講 638,252 平成27年12月3･4･5･6日、当日受付251件＋賽銭
春季彼岸会 510,600 平成28年3月19･20日、当日受付224件＋賽銭

申 し 経 368,492 法話会申し経の残金

賽 銭 402,268 本堂内分
助 成 金 7,500 安城市より樹木保護3本分

受 取 利 息 135 JA･郵便局の預金利息
雑 収 入 827,393 墓地会計回付受金、定期預金解約、追弔会報徳会ご仏前、借地料、他

合 計 6,955,336
【 支出の部 】

項 目 金 額〔円〕 備 考
秋季彼岸会費 305,117 講師礼、お斎費用、他
報 恩 講 費 846,312 講師礼、お斎費用、他

春季彼岸会費 344,260 講師礼、お斎費用、他

法 話 会 費 236,907 暁天講座講師礼、東日本追弔会、講師礼源泉税、他
営 繕 費 416,910 境内樹木剪定、浄化槽点検、本山第二種共済、下水道工事負担金、他

教 化 費 539,656 新聞『聞』印刷費送料×2回、法語カレンダー＠150円×1,300部、他
消 耗 品 費 315,360 色上質紙、コピー紙、インク、他

賦 課 金 188,400 宗費賦課金、教区費、組門徒会費、仏教徒総代会費、組坊守会費

仏 華 費 225,880 花材費、仏華の会お礼
荘 厳 費 198,638 沈香、焼香用香、朱蝋燭、献灯用蝋燭、お仏供米2俵、鏡餅

水道光熱費 144,797 外灯電気代、プロパンガス代
追 弔 会 費 157,837 寺役物故者追弔会費

子ども会費 112,266 花まつり、イモ苗代、夏の集い、日曜学校皆勤賞記念品代、他

会 議 費 123,236 決算報告会、世同集会、寺役会、同推会、同朋婦人会定例会、他
補 助 費 100,000 同朋婦人会活動費

慶 弔 費 5,000 香典0件、見舞1件
備 品 費 853,200 輪転機DP-F650購入費

雑 費 162,005 境内清掃茶菓子代、佛具磨剤、掲示写真代、講師部屋花代、他

繰 越 金 1,679,555 次年度へ
合 計 6,955,336

《 一般会計積立金現況 》
科 目 金 額〔円〕 備 考

定 期 預 金 1,000,000 JAあいち中央安城南支店 №･･････48
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第3号
第1･2号は
別紙配布済

◆
主
な
会
議
等
の
経
過
報
告
◆

平

･

建
設
委
員
会
発
足

27
10
10

･

他
寺
院
見
学
会

10
20

･

第
２
回
建
設
委
員
会

10
30

･

第
３
回
建
設
委
員
会

11
13

･

他
寺
院
見
学
会

12
21

･

建
設
委
員
会
口
座
開
設

12
29

平

１･

第
４
回
建
設
委
員
会

28

14
１･

第
５
回
建
設
委
員
会

21

建
設
趣
意
書
配
布

２･
第
６
回
建
設
委
員
会

12
２･
建
設
業
者
現
場
説
明
会

17
２･

建
設
内
容
説
明
会
①

24
２･

建
設
内
容
説
明
会
②

27
３･

２
建
設
内
容
説
明
会
③

３･

第
７
回
建
設
委
員
会

16
４･

２
第
８
回
建
設
委
員
会

建
設
業
者
プ
レ
ゼ
ン

４･

第
９
回
建
設
委
員
会

12

建
設
業
者
決
定

４･

建
設
顧
問
会

18
４･

第

回
建
設
委
員
会

20

10

４･

第

回
建
設
委
員
会

27

11委
員
会
便
り
①
発
行

５･

第

回
建
設
委
員
会

11

12和
泉
町
内
募
財
開
始

５･

第

回
建
設
委
員
会

25

13

５･

桜
井
町
印
内
説
明
会

29
６･

３
第

回
建
設
委
員
会

14

６･

４
桜
井
町
中
開
道
説
明
会

６･

桜
井
町
下
谷
説
明
会

18
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◆行程表 ～2016年6月現在の予定～◆

08 お盆13～16
09 秋彼岸21･22
10 秋法話会28
11 共同墓碑
12 報恩講1～4
01 修正会1
02
03 春彼岸19･20
04 花まつり
05 春法話会
06 上山研修
07 暁天講座
08 お盆13～16
09 秋彼岸22･23
10 秋法話会
11 共同墓碑
12 報恩講7～10
01 修正会1
02
03 春彼岸20･21
04 花まつり
05 春法話会
06 帰敬式上山
07 魚津工務店 検査･竣工･引渡 暁天講座
08 お盆13～16

設
計
図

解

体

基

礎

木

工

屋

根

内
外
装

電

気

給
排
水

仏

具

本龍寺
年中行事

平
成

年
28

平
成

年
29

平
成

年
30

工事
年月

見
積
契
約

本
堂

地
盤
改
良･

コ
ン
ク
リ
打

立
柱･

上
棟･

屋
根
壁
床
組
造
作

瓦
葺･

漆
喰･

軒
樋

サ
ッ
シ･

塗
壁･

塗
装･

畳

配
線･

分
電
盤･

器
具
取
付･

通
電

配
管･

量
水
器･

器
具
取
付･

給
水

遮
断

止
水

搬
入

測
量

◆決定された業者◆

本堂 (有)立希
解体 安城市和泉町

本堂 (株)魚津社寺工務店
建設 名古屋市中川区

内陣 (株)若林佛具製作所
修復 京都市下京区七条通

◆落慶行事予告◆

本堂落慶奉告法要
親鸞聖人750回御遠忌法要

稚児行列
落慶各種イベント

平成31〔2019〕年
3月下旬～4月中旬頃

〈内容･期間など詳細は検討中〉

「今の本堂を記憶と記録に残そう」
5月に開催された本堂写生大会
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◆後方図〈西面〉◆ ◆側面図〈南面〉◆ ◆正面図〈東面〉◆

◆設計仕様◆
①規模構造 間口7間×奥行10間〔身舎〕

三方庇付、木造・撞木造流れ向拝付
柱頭装置；和様出組 二重垂木
基 礎；鉄筋コンクリート造

② 柱 身 舎；丸柱 欅・桧

③屋根 三州製日本瓦 身 舎；丸平一体型本瓦葺
庇屋根；桟瓦葺

④外壁内壁 原則として漆喰塗り仕上げ
⑤天井 内陣 ；折上小組格天井

余間・外陣・大間；格天井

◆完成イメージ図◆

聞 2016年6月25日

◆平面図◆
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一般的な柱状改良 今回採用する工法

お
寺
で
婚
活2016

第9回 9月4日（日）14:00～21:00
会 場 本龍寺 本堂・同朋会館・境内
内 容 正信偈・住職法話・バーベキュー・ほか

しようしんげ

対 象 25才以上の結婚を真剣に考えている方
詳 細 詳しくは拙寺のHPをご覧下さい

第

号
を
お
届
け
し

63
ま
す
。
子
ど
も
日
曜

学
校
で
「
お
寺
の
宝

物
」
の
話
を
し
ま
し

た
。
そ
れ
は
仏
さ
ま
の
教
え
か
ら
頂

く
「
智
慧
」
で
す
。
こ
の
宝
物
を
も

ち

え

ら
う
と
、
今
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た

こ
と
が
見
え
た
り
、
思
い
違
い
し
て

い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
り
し
ま
す
。

宝
物
を
一
人
で
も
多
く
の
次
の
世
代

に
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。〈
頼
〉

聞 2016年6月25日

◆地盤改良◆
新本堂は「今後予想される巨

大地震にも耐えうる堅牢な建物
であること」を第一に考えます｡
そのため本年1月、敷地内2カ所
深さ30mのボーリング調査を行

いました。結果、当地の地盤は洪積世後期の碧海
層であり、液状化発生の危険度は低いものの、強
固な支持層に乏しいことが判明しました。
そこで土の中にコンクリートの柱を作る「柱状
改良工法」を採用します。直径1m長さ8mの柱
を224本、壁のように隙間なく設置します。

地質推定断面図


